
平成23年
（2011年） 8月
第38号

★平成23年第３回定例会は９月２日昔開会予定です。

６月補正： 2億4,497万円

補正総額： 212億4,697万円

（対前年度同期 ＋3億1,905万円、＋1.5％）

■特集

□□□□□□□□□□

□□□□□□□□
会派制を導入しました！

暑かったけど、頑張りました！（第43回伊万里市スポーツ少年団交流大会）
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伊万里市議会だより　第38号

議
長
あ
い
さ
つ
・
定
例
会
会
期
日
程
な
ど

平成23年伊万里市議会第２回定例会
会 期 日 程

６月13日～29日17日間
開議時刻 午前10時６月

日 種 別 内 容

開会
会議録署名議員の指名

13席 本会議 会期の決定
市長提出議案等12件 ……一括上程
市長提出議案等の提案理由説明

15戚 本会議 議案等に対する質疑

議案等に対する質疑
16斥 本会議

議案の常任委員会付託

20席 本会議 一般市政に対する質問

21惜 本会議 一般市政に対する質問

22戚 本会議 一般市政に対する質問

23斥 休 会 常任委員会

24昔 休 会 常任委員会

27席 休 会 正副委員長会

追加議案、決議案の上程
追加議案、決議案の提案理由説明
追加議案、決議案に対する質疑
常任委員会報告
常任委員会報告に対する質疑

29戚 本会議
議案の付議順序により討論、採決
特別委員会委員の選任、正副委員長の
互選
選挙管理委員会委員及び補充員の選挙
閉 会

こ
の
度
、
議
長
に
就
任
し
改
め
て
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

議
長
と
し
て
今
後
の
議
会
運
営
の
目
標

と
し
て
各
議
員
に
３
つ
の
約
束
を
い
た
し

ま
し
た
。

１．

東
日
本
大
震
災
、
福
島
原
発
事
故
に

係
る
こ
と
を
検
証
し
伊
万
里
市
に
適
し

た
防
災
計
画
等
の
見
直
し
を
議
会
で
議

論
し
て
い
く
こ
と
。

２．

議
員
数
は
現
在
24
名
で
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
議
員
数
が
適
当
か
ど
う
か
を

議
会
で
議
論
し
て
い
く
こ
と
。

３．

今
ま
で
以
上
に
市
民
の
方
と
の
交
流

に
つ
い
て
何
が
必
要
な
の
か
、
ど
の
よ

う
な
方
法
が
い
い
の
か
等
、
議
会
で
議

論
し
て
い
く
こ
と
。

以
上
３
項
目
で
あ
り
ま
す
。

さ
っ
そ
く
、
各
々
議
員
で
研
修
さ
れ
て

い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
報
告
会
等
で
さ
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

議
会
と
皆
様
と
の
交
流
が
こ
れ
ま
で
以

上
に
近
く
な
る
よ
う
議
会
と
し
て
も
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

副
議
長：

前
田
久
年

議
会
選
出
監
査
員：

高
木
久
彦

議
長
就
任
あ
い
さ
つ

議
長

内
山
泰
宏

「玄海原発について住民説明会の開催を求める請願」
＊請願者： 玄海原発プルサーマル裁判の会 石丸初美

プルサーマルと佐賀県の100年を考える会 野中宏樹
原発に依存しないエネルギーと街づくり委員会・九州 藤田祐幸

＊紹介議員：占野秀男、井手清敏

＊要旨： 福島の原発事故により、原発の安全神話は崩れた。経済産業省原
子力安全保安院は安全性について大臣の指示は守られているとし
ているが、内閣府原子力安全委員会の斑目委員長は従来の安全設
計審査指針は間違っていたと明言し、指針改訂を明言している。
このように原子力発電には疑問が多い。
よって塚部市長は、古川知事に対して伊万里市内での説明会開催
を国に求めるよう請願する。

【採決結果】総務委員会：不採択（賛成少数） 本会議：不採択（賛成少数）
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特
集

会
派
制
を
導
入
し
ま
し
た
！

会 派 名 メンバー（◎印は会派代表） 目 的

多くの市議会では既に会派制が導入されていますが、伊万里市議会は、
今回初めて導入しました。数年前から議会運営委員会および会派制移行
委員会で協議を重ね、今回の選挙後からの導入を決定していたものです。
会派による議会運営の研究など、課題もありますが、ひとまず結成され
た会派の状況をお知らせします。

※会派：議会内に結成された議員の同志的集合体のことをいう（『地方議会運営事典』より）

会派制を導入しました!特集

伊
い

想
そう

会
かい ◎松尾雅宏、多久島 繁、

田中啓三
市民に分かりやすい市議会運営をめざし、市発展
のための考察を行い、調査・研究をする

新
しん

志
し

会
かい

◎馬場 繁、香月孝夫、
東 真生、井手 勲、
梶山 太

市勢の発展と市議会の活性化を進めるために、政
策研究及び熟議を行い、市民生活の向上に寄与す
ることを目的とする

高
こう

志
し

会
かい ◎渡邉英洋、井手清敏、

内山泰宏

ベテラン、中堅、新人とバランスがとれ、常に市
民の代表としての誇りと使命感を持った、文字ど
おり志の高い会派である

伊
い

政
せい

会
かい

◎占野秀男、山口恭寿 志を同じくする者で市政発展を目指す

伊
い

新
しん

会
かい

◎副島 明
議会活動基本条例の制定を目指し、市民の参加を
推進して市民に開かれた議会をつくる

前
ぜん

進
しん

会
かい

◎前田和人 伊万里市議会活動の前進に資するため

自
じ

民
みん

クラブ
◎高木久彦、草野 譲、
笠原義久、福田喜一

二元代表制における議会の役割を十分に果たし、
市民から評価される議会づくりを目指す研究を
する。

みどり・みらい伊万里
い ま り

◎盛 泰子
地方自治の原点に立ち戻り、二元代表制の一翼を
担う議会として積極的に学び、政策提言に努める

公
こう

明
めい

党
とう

◎樋渡雅純
党の政治理念にのっとり、その実現に向け活動
すると共に、より身近な議会・議員を目指す

飛
ひ

龍
りゅう

会
かい ◎松尾博幸、前田久年、

松永孝三
議会の政策機能を高め、賛同政策集団として討議
型民主主義の確立の実現を目指す
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常
任
委
員
会
報
告

総務委員会
★所管 総務部、政策経営部、市民部（戸籍･住民登

録等）、会計課、消防本部、選挙管理委員会、
監査委員、他の委員会に所属しない事項

現地視察：消防本部

◎渡邉 英洋 ○盛 泰子

内山 泰宏 東 真生 副島 明

馬場 繁 山口 恭寿 松永 孝三

当委員会に付託されました条例議案１件、

一般議案１件、補正予算１件について、審査

の結果、全会一致で原案どおり可決すべきも

のと決定しました。

○条例改正議案は、地方税法の改正により、

東日本大震災で居住することが出来なくなっ

た住宅の「住宅ローン控除」を、平成25年

度分以降の市民税においても継続して適用で

きるようにするための改正です。現在、市内

で該当する方はありません。

○一般議案は、県内の市・町で構成する「佐

賀県市町総合事務組合」の組織に変化がある

ため、規約を変更する内容です。

○補正予算では、県の「地域防災力向上促進

事業費補助金」を活用し、防災講演会を開催

する経費として50万円があります。釜石市

防災アドバイザーとして「釜石の奇跡」を生

んだ片田敏孝・群馬大学大学院教授を講師と

して講演会が開催されます。当初は市民セン

ターでの予定でしたが、多くの皆さんが聴講

できるよう、市民会館に変更になりました。

実体験に基づいたお話を聞くことが出来ます

ので、お誘い合わせの上、ご来場ください。

○「玄海原発について住民説明会の開催を求

める請願」については、紹介議員２名から説

明を受けた後に審査しました。賛成、反対、

継続審査の三意見があり、採決の結果、不採

択と決定しました。

○管内視察として消防本部を訪問し、状況把

握と今後の課題についての意見交換を行いま

した。また、所管事項として、黒澤サテライ

ト跡の利用計画説明などの説明を受けました。

総務委員会メンバー

大津波に見舞われた海辺の小中学校で
犠牲者ゼロという「釜石の奇跡」を生んだ……

片田敏孝さん・
釜石市防災アドバイザー 講演会
★８月24日隻 13:30～
★伊万里市民会館 大ホール

・「９月の台風にご用心」
佐賀地方気象台 次長 立石昭二さん

・特別講演「東日本大震災にみる命の分岐点
～求められる命を守る主体的姿
勢～」 片田敏孝さん

《入場無料。参加希望者は８月19日昔までに、
市役所総務課23‐2123へご連絡ください》

★前号の総務委員会報告において、次のような間違いがありましたので、お詫びして訂正いたします。佐賀県緊急消防援助隊 松本圭太→松尾圭太さん
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常
任
委
員
会
報
告

文教厚生委員会
★所管 市民部（保健・福祉・環境・人権同和）、

教育委員会、市民病院

◎樋渡 雅純 ○福田 喜一

前田 久年 井手 清敏 梶山 太

多久島 繁 草野 譲 高木 久彦

文教厚生委員会メンバー

現地視察：大川内山 藩役宅跡

当委員会に付託されました、一般会計補

正予算、国民健康保険病院事業特別会計補正

予算について審査の結果、原案のとおり可決

すべきものと決定いたしました。主な審査内

容は次のとおりです。

○中核的病院整備促進事業：整備費分として、

前年度施工予定であった国道附加車線工事を、

今年度施工する費用の負担。７月より両病院

が経営統合するに伴い、運営費用として、本

市の病院事業に対する交付税相当額を負担す

る。（156,778千円）

○市民病院事業清算事業：６月末で、市民病

院事業を廃止するに伴い、７月以降の支払い

として医療材料費や企業債の償還、補助金返

還等の清算を一般会計で行うためのもの

（139,827千円）。質疑の中で、これまでの

赤字は解消できたのか、薬局の在り方は、新

病院での職員の給与体系については、等に関

してそれぞれ質問があり、医療機器の起債に

ついては、新病院へ継承される分は新病院で

償還され、建物についてはすべて清算され

る。又、新病院では院外処方に移り、その運

用については現在様々に検討中である。給与

体系については国、人事院等を参考に基準と

なるベースを定めるよう８月をめどに作業を

進めているとの説明を受けた。

○地域スポーツ人材の活用実践支援事業：小

中学校において体育、部活動の専門的指導者

が不足していることから、県の補助金を活用

し、技術的指導力のある人材を、地域から積

極的に活用するもので７校・21人を予定。報

償費として１日3000円延465回を想定して

いる。（1,447千円）

○大川内山活用計画策定事業（史跡大川内鍋

島窯跡保存整備事業）

活用計画の目的として、①大川内山の持つ

「歴史的資産」・「町並み」・「周辺景観」

の３つの資源の価値を明らかにする。②史跡

の保存、整備だけでなく地域への愛着、地域

の魅力、地場産業振興を促す、③その活用の

ためには整備の基本構想・基本計画がまず必

要となる。

また事業内容として、期間は23年度～25

年度まで。事業費は250万円。計画策定委員

会（10人）の設置や、地域住民作業部会が

予定され、今後の細部の策定に専門性が求め

られることから、プロポーザル方式によるコ

ンサルタントを決定し委託する。との説明が

あった。

★所管内視察として、震災被害による一部資

機材の調達不足が心配される新病院の建設現

場において関係者と意見交換し進捗率30%の

現状説明を受け、次に大川内山史跡地内であ

る藩役宅跡周辺等で、更に、市散弾銃射撃場

の現地において、それぞれに詳しい説明を受

けたところである。

★前号の文教厚生委員会報告において、博物館建設資金として約1,800万円保管してあるとしましたが、約370万円の間違いでした。お詫びして訂正いたします。
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常
任
委
員
会
報
告

産業建設委員会
★所管 産業部、農業委員会、建設部、水道部

◎松尾 雅宏 ○前田 和人

香月 孝夫 井手 勲 松尾 博幸

笠原 義久 占野 秀男 田中 啓三

産業建設委員会メンバー

【産業部】
○工場等の設置奨励に関する条例の一部を改
正する議案〔議案第58号〕について説明が
あり、優遇措置の条件が変わる場合は、事前
の充分な説明が必要であり、企業側に対する
打診の状況と反応についての質問に対して、
この見直しについて当面対象となる５社には
事前に変更の理由を説明して、ご了解を得た
との回答であった。
既に立地いただいている企業には、信頼関
係を損ねないよう、十分なフォローアップを
していく事が、今後の企業誘致に必ず有効で
あると思われるので、今回を含めて企業側と
の日頃からのコンタクトのあり方について要
望した。

○議案第60号 平成23年度伊万里市一般会
計補正予算（第２号）についてのうち、農林
水産業費の説明があり、重要森林公有化等支
援事業について、伊万里市には、有効林とし
て12,000ha程度あり、今回、23年度から２
年間の継続事業として県で制度を作られてお
り、伊万里市としては、20haの調査及び間
伐の計画をしている。調査対象区域は、今後
県や森林組合と協議して設定をしていくと報
告がありました。

○米・麦・大豆競争力強化対策事業について、
水田農業の担い手自らが将来の経営発展に向
けて策定した「効率的生産確立計画」の実現
に必要な取り組みを支援する目的で、組織の
中に機械を導入するものであり、今回補正
は、椿原と内野の２機械利用組合が対象であ
る説明がありました。

○商工費の説明があり、工場等設置奨励事業
について、情報通信業の立地呼び込みを目的
とした奨励事業であったが、その期間の雇用
や設備投資実績に対して補助をするというも
ので、４月時点で88名、うち伊万里市内か
ら63名の雇用がなされている事が報告されま
した。

○商業団体活動支援事業について、地元商工
団体が実施する義援金付きプレミアム商品券
発行事業に対する支援で、商品券は商工会議
所、JAそれと市内銀行及び観光協会、商店連

合会等で販売を予定していると報告されまし
た。

【建設部】
○議案第61号 平成23年度伊万里市農業集
落排水事業特別会計補正予算（第２号）につ
いて、農業集落排水施設に、改修すべき個所
が発見された為、改修に要する費用について
説明があった。

【水道部】
○井手口川ダム・現地視察
県営事業である井手口川ダム建設工事現場
状況と、伊万里市水道部・第９次拡張事業で
ある浄水場建設工事現場の視察を行った。
ダム建設工事が本年度内完成に向けて試験
湛水の状況である中、浄水場建設工事も建物
はほぼ完成しており、電気計装工事の進捗を
待つ状況にある。

○上水道・簡易水道・工業水道用の平成23年
度事業概要の説明。
第９次拡張事業において、本年度は５地区
を取り組んでおり、現在1,200人余りの未給
水のうち600人余りが給水可能になる予定で
あると報告がありました。

現地視察：井手口川ダム
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議
会
運
営
委
員
会
報
告
な
ど

交通網・港湾・企業誘致対策調査特別委員会

防災・環境施設対策調査特別委員会

市民生活の向上のため、西九州自動車道早期完成の促進、伊万里港インフラ整備の促進、

優良企業の誘致推進等に関する調査活動を行う。

原発の安全対策を含めた防災対策に関する調査活動、既存施設の老朽化に伴う新たな一

般廃棄物処理施設の整備等に関する調査活動を行う。

議員運営委員会報告（各派代表の８人で構成）

改選を終えて新しく議員が誕生しましたが、

これまでの１年半ぐらい論議を重ねて新しい

議会からは「会派制」で運営することに決ま

っていました。

これを受けた新しい議員全員が、それぞれ

同じような意見や考え方を持ち、会派の決定

には従うなどを確認し、会派をつくりまし

た。３人以上を会派と認めるため、一人会派

の人はどこかに加入し３人以上とならなけれ

ば「会派」として認められません。

その解決策として「連合会派」を認めまし

た。

この結果、別掲（議会だより、特集３ペー

ジ）に示した通りの会派と構成議員が届けら

れ、そのなかの代表で議会運営委員会を構

成、協議して進めています。

（ただし、会派の中で会派の代表者と議会

運営委員とは違う場合があります）

このためこれまでよりスムーズな議会運営

になるのではと期待しましたが、かえって議

運と会派代表の役割分担などが明確でないた

め、整理していきます。

会派内の意思疎通が十分でない会派や、議

運委員を出すために連合した会派などがあり、

今後運営をしていく中で修正や改革が必要に

なると思います。

さらに時間をかけて論議を進め、議会運営

をよりスムーズに進められるようにしていく

ため、お互いの努力が必要です。

議会運営委員会構成

◎占野 秀男 ○松永 孝三

東 真正 馬場 緊 草野 譲

渡邊 英洋 田中 啓三 盛 素子

◎多久島 繁 ○松尾 博幸 井手 清敏 井手 勲

松尾 雅宏 高木 久彦 福田 喜一

◎笠原 義久 ○副島 明 香月 孝夫 前田 和人

梶山 太 山口 恭寿 樋渡 雅純
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一
部
事
務
組
合
等
議
会
議
員
の
紹
介
・
５
月
臨
時
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

★ 伊万里市、武雄市、鹿島市、嬉野市、有田町、大町町、江北町、白石町、太良町
※（ ）表示は充て職です
※会議の日程は、おおむね１週間前に伊万里市役所ホームページで公開されます。

一部事務組合等議会議員の紹介
今回の統合病院のように、複数の自治体が一緒に事務を行う場合、「一部事務組合」

等を作って設置・運営がなされます。その事務に関する意思決定機関としての組合議

会に、伊万里市議会からも参加しておりますので、ご紹介します。

組 合 名 業 務 内 容 伊万里市メンバー（敬称略）

伊万里・有田地区
医療福祉組合

・特別養護老人ホーム「くにみ」の

設置及び管理運営に関する事務

・統合病院の施設整備に関する事務

内山泰宏（議長）、前田久年、

香月孝夫、東 真生、井手清敏、

松尾博幸

伊万里・有田地区衛生組合

・し尿等処理施設の設置及び管理運

営に関する事務

・火葬場の設置及び管理運営に関す

る事務

内山泰宏（議長）、井手 勲、

梶山 太、山口恭寿、松永孝三、

草野 譲、高木久彦、田中啓三

佐賀県西部広域環境組合
４市５町(★)で計画しているごみ処

理広域化計画及び施設整備に関する

事務

前田久年（副議長）

樋渡雅純（文教厚生委員長）

江頭興宣（副市長）

高齢者佐賀県後期高齢者
医療広域連合

後期高齢者医療制度に関する事務の

うち、医療給付などの一部
内山泰宏（議長）

正
副
議
長
な
ど
議
会
の
体
制

を
決
め
る
た
め
の
臨
時
会
が
開

か
れ
、
そ
の
中
で
、「
議
長
が

監
査
委
員
の
職
を
政
治
的
駆
け

引
き
の
道
具
に
使
っ
た
」
等
の

理
由
に
よ
り
10
人
の
議
員
か
ら

不
信
任
案
が
提
出
さ
れ
、
記
名

投
票
の
結
果
、
賛
成
10
、
反
対

11
で
否
決
と
な
り
ま
し
た
。

【
賛
成
議
員
】

前
田
和
人
、
副
島

明
、

松
尾
雅
宏
、
多
久
島

繁
、

草
野

讓
、
高
木
久
彦
、

笠
原
義
久
、
田
中
啓
三
、

盛

泰
子
、
福
田
喜
一

【
反
対
議
員
】

香
月
孝
夫
、
東

真
生
、

井
手
清
敏
、
井
手

勲
、

馬
場

繁
、
梶
山

太
、

山
口
恭
寿
、
松
永
孝
三
、

樋
渡
雅
純
、
渡
邊
英
洋
、

占
野
秀
男

（
議
席
順
）

※
１
人
欠
席
、
議
長
は
当
事
者
の

た
め
除
斥
。
議
長
席
に
あ
る
副

議
長
は
賛
否
に
関
わ
ら
な
い
。

５
月
臨
時
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

議
長
不
信
任
案
否
決
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一
般
質
問
事
項

一 般 質 問 （質問順）

議員名 質 問 事 項 議員名 質 問 事 項

1.統合病院について
拭開院予定の変更について
植医師の確保の状況について
殖救急医療の受入態勢について
燭市民病院閉院後の活用策について
2.特別職報酬の決定について
3.伊万里市散弾銃射撃場の現状につい
て

副島 明

（一問一答）

1.乳幼児医療費助成制度について
拭助成期間
植レセプトについて
殖償還払い制度について
2.統合病院の小児科医療について
拭小児科24時間救急対応
植(小児科)医師の確保
殖医師不足解消のため医学部を進学
する学生に奨学金制度を作れない
か

山口恭寿

（一問一答）

1.伊万里市の財政状況について
拭現状とそのリスクに対する管理の
あり方
植財政事情を踏まえて政策決定への
プロセス
殖市民からの要望のあり方
2.人材育成の観点から行政改革大綱・
実施計画について
拭第４次行政改革の実施レビュー・
その成果は
植第５次の実施計画における重点項
目は
殖職員能力向上の対策、支援策は
3.執行部から見る議会のあり方につい
て

前田和人

（一問一答）

1.駅周辺開発の現況と今後の課題
拭ダイエー跡地開発について
植駅西ビル前バス停の問題点
2.西部広域ごみ処理施設の今日迄の経
過について

笠原義久

（一問一答）

1.浦ノ崎失効地（川南造船所跡）につ
いて
2.国見台陸上競技場の第３種公認更新
について

多久島 繁

（一問一答）

1.大震災から学ぶ防災対策
拭「想定外の大震災」をふまえた見
直しの視点
植防災意識向上への取り組み
殖被災者支援システムの導入
燭防災教育と施設での防災機能の課題

1.危機管理対策について
拭地域防災計画、国民保護計画の改定
植玄海原子力発電所２号機３号機の
運転再開問題
殖災害時要援護者名簿等の共有
2.散弾銃射撃場問題における法令遵守
について
3.黒澤問題の検証について

樋渡雅純

（一問一答）

1.東日本大震災に対する市の対応につ
いて
拭地震・津波対策等について
植玄海原子力発電所対応について
殖防災対策について
2.伊万里港（浦ノ崎地区）の開発につ
いて
拭公園整備検討委員会、開発構想策
定委員会の開催経過について
植埋立失効地の所有権について
殖港湾計画の見直しについて

高木久彦

（一問一答）

盛 泰子

（一問一答）

1.東日本の大震災を受け本市の防災計
画について
拭地震対策について
植津波対策について
殖原子力災害対策について
2.４市５町で行う広域ゴミ処理システ
ムの変更について
拭変更に至った理由
植地元への説明

草野 譲

（一問一答）

1.ごみ処理対策について
拭伊万里市環境センターの現状に
ついて
植佐賀県西部広域ごみ処理施設建
設について

馬場 繁

（一問一答）

★H16年６月議会から、議会改革の一環として、一般質問のやり方を一問一答方式か総括方式かの選択制に
しています。持ち時間は60分です。
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一

般

質

問

副
島

明

質
問

①
開
院
予
定
変
更
に
よ

る
建
設
費
増
加
予
想
と
額
は
。

②
医
師
確
保
は
。
③
救
急
医
療

の
受
入
態
勢
は
。
④
市
民
病
院

閉
院
後
の
跡
地
活
用
策
。

答
弁

市
民
病
院
理
事

①
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が
考

え
ら
れ
る
が
、
大
震
災
の
影
響

な
の
で
国
土
交
通
省
の
方
針
に

よ
り
対
応
す
る
。
②
常
勤
・
非

常
勤
合
わ
せ
て
21
・
７
人
、
う

ち
小
児
科
医
は
２
人
。
③
24
時

間
受
入
だ
が
、
小
児
科
は
医
師

２
名
で
は
難
し
い
状
況
。
④
具

体
的
な
活
用
策
は
ま
だ
。
今
後

の
課
題
。

質
問

ど
の
よ
う
な
意
義
で
設

置
さ
れ
、
市
長
の
意
向
は
ど
う

反
映
さ
れ
て
い
る
か
。

答
弁

総
務
部
長
・
市
長

報
酬
審
は
人
事
院
勧
告
な
ど

必
要
に
応
じ
て
委
員
を
任
命
し

開
催
。
現
在
は
設
置
し
て
い
な

い
。
必
要
と
認
め
る
時
の
開
催

で
次
回
は
未
定
。
市
長
給
与
の

カ
ッ
ト
は
特
例
条
例
で
行
っ
て

お
り
、
今
期
は
実
施
し
て
い
な

い
。

質
問

①
廃
棄
物
が
放
置
さ
れ

て
い
る
と
の
認
識
は
。
ど
の
よ

う
な
対
策
を
取
る
の
か
。
②
基

準
を
大
き
く
上
回
る
鉛
が
検
出

さ
れ
た
が
、
ど
ん
な
対
応
と
安

全
対
策
を
取
る
か
。

答
弁

教
育
部
長
・
市
長

①
そ
の
認
識
は
あ
る
。
場
外

は
地
権
者
の
了
解
を
得
て
搬
出

し
た
い
。
場
内
は
山
中
で
あ
り

苦
慮
。
網
・
立
て
看
板
を
設
置

し
て
立
入
禁
止
区
域
を
設
け
る
。

②
施
設
は
７
月
９
日
で
休
止
す

る
。
今
後
、
廃
棄
物
の
処
理
や

鉛
の
安
全
対
策
に
誠
意
を
持
っ

て
取
組
み
た
い
。

馬
場

繁

質
問

環
境
セ
ン
タ
ー
は
、
稼

動
後
29
年
を
経
過
し
て
い
る

が
、
現
在
の
処
理
状
況
及
び
ご

み
減
量
化
の
取
り
組
み
は
。

答
弁

市
民
部
長

ご
み
の
排
出
量
は
平
成
16
年

度
を
ピ
ー
ク
に
年
々
減
少
傾
向

に
あ
る
が
、
施
設
の
補
修
費
は

増
大
し
て
い
く
も
の
と
考
え
て

い
る
。
ご
み
の
減
量
化
対
策

は
、
資
源
物
の
回
収
に
努
め
、

本
年
度
か
ら
使
用
済
蛍
光
灯
の

回
収
を
開
始
し
た
。

質
問

①
全
体
計
画
の
概
要
。

②
処
理
シ
ス
テ
ム
再
検
証
の
理

由
。
③
平
成
27
年
４
月
稼
動
に

変
更
は
な
い
か
。
④
副
市
長
は

市
の
立
場
を
踏
ま
え
て
建
設
委

員
会
に
臨
ん
で
も
ら
い
た
い
。

⑤
市
長
は
一
度
説
明
を
し
た
処

理
シ
ス
テ
ム
が
変
更
に
な
っ
た

こ
と
及
び
松
浦
町
の
地
域
振
興

策
要
望
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答
弁

市
民
部
長

①
収
集
人
口
23
万
６
千
人
、

日
当
り
処
理
能
力
２
０
１
ｔ
、

予
定
面
積
12
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
総

事
業
費(

ス
ラ
グ
化
・
維
持
管
理

費
含)

約
１
９
２
億
円
。
②
セ

メ
ン
ト
原
料
化
選
定
時
の
留
意

事
項
の
検
証
が
必
要
と
の
判
断
。

③
平
成
27
年
度
稼
動
は
変
わ
っ

て
い
な
い
。

答
弁

副
市
長

④
松
浦
町
住
民
の
意
向
を
受

け
と
め
信
頼
関
係
を
大
切
に
し

て
い
く
。

答
弁

市
長

⑤
セ
メ
ン
ト
原
料
化
シ
ス
テ

ム
は
決
定
し
て
い
た
も
の
で
な

い
。
い
ろ
い
ろ
な
意
見
に
立
ち

止
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
は
意
義

が
あ
っ
た
。
地
域
振
興
策
は
処

理
シ
ス
テ
ム
の
決
定
に
平
行
し

て
作
業
を
進
め
て
い
き
た
い
。

山
口
恭
寿

質
問

助
成
期
間
を
有
田
町
と

同
じ
小
学
校
３
年
生
ま
で
引
き

上
げ
ら
れ
な
い
か
。

答
弁

市
民
部
長

市
の
財
政
状
況
か
ら
考
え
て
、

即
座
の
対
応
は
大
変
厳
し
い
。

質
問

治
療
費
を
償
還
払
い
で

は
な
く
現
物
給
付
に
で
き
な
い

か
。

答
弁

市
民
部
長

県
が
医
療
機
関
と
審
査
支
払

機
関
（
健
保
連
）
と
で
契
約
を

結
び
県
内
統
一
し
て
実
施
し
て

い
る
。
市
単
独
で
導
入
す
る
と

な
る
と
、
大
き
な
財
政
負
担
に

な
っ
て
し
ま
う
。

質
問

統
合
病
院
の
24
時
間
救

急
医
療
に
対
応
可
能
な
小
児
科

医
療
体
制
の
展
望
に
つ
い
て
。

答
弁

市
民
病
院
理
事

現
状
２
人
の
小
児
科
医
師
だ

け
で
は
難
し
い
。
し
か
し
、
他

診
療
科
医
師
の
当
直
時
で
あ
っ

て
も
受
け
入
れ
を
行
い
、
必
要

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

統
合
病
院
に

つ
い
て

伊
万
里
市
環
境
セ
ン
タ

ー
の
現
状
に
つ
い
て

乳
幼
児
医
療
に

つ
い
て

特
別
職
報
酬
等
審
議
会

の
在
り
か
た
に
つ
い
て

伊
万
里
市
散
弾
銃
射

撃
場
に
つ
い
て

佐
賀
県
西
部
広
域
ご
み
処

理
施
設
建
設
に
つ
い
て

統
合
病
院
の
小
児
科

医
療
に
つ
い
て
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一

般

質

問

時
小
児
科
医
師
を
呼
出
対
応
す

る
診
療
体
制
を
検
討
し
て
い
く
。

質
問

小
児
科
医
師
の
確
保
状

況
。

答
弁

市
民
病
院
理
事

大
学
医
局
に
対
し
て
、
医
師

の
追
加
派
遣
を
強
く
働
き
か
け

て
い
く
。

質
問

医
師
確
保
の
た
め
、
医

大
に
進
学
す
る
学
生
に
市
か
ら

奨
学
金
制
度
を
作
っ
て
医
師
確

保
を
図
れ
な
い
か
。

答
弁

市
民
病
院
理
事

有
効
な
制
度
だ
が
、
多
額
な

財
政
負
担
を
要
す
る
た
め
大
変

厳
し
い
。

質
問

乳
幼
児
医
療
制
度
は
、

地
方
自
治
に
よ
る
バ
ロ
メ
ー

タ
。
伊
万
里
市
は
他
市
に
く
ら

べ
て
か
な
り
劣
っ
て
い
る
。
他

市
も
厳
し
い
財
政
状
況
で
や
り

繰
り
し
て
い
る
中
で
市
長
の
お

考
え
を
。

答
弁

市
長

本
来
こ
れ
ら
の
事
は
県
で
進

め
て
頂
き
た
い
。
県
に
働
き
か

け
て
い
く
。

前
田
和
人

質
問

伊
万
里
市
財
政
に
対
す

る
市
民
の
不
安
が
大
き
い
が
、

財
政
状
況
は
ど
う
か
。
今
後
予

定
す
べ
き
事
業
や
緊
急
に
発
生

す
る
案
件
に
、
即
対
応
す
る
余

力
が
あ
る
の
か
。

答
弁

政
策
経
営
部
長

厳
し
い
状
況
で
は
あ
る
が
、

さ
ら
に
事
業
の
取
捨
選
択
等
を

充
分
に
行
い
、
中
期
財
政
計
画

に
沿
っ
て
財
政
基
盤
の
強
化
に

努
め
て
い
き
た
い
。

質
問

厳
し
い
財
政
状
況
の

中
、
地
域
や
団
体
か
ら
様
々
な

要
望
が
寄
せ
ら
れ
る
と
思
う
が
。

答
弁

市
長

財
源
状
況
を
勘
案
し
な
が
ら
、

公
平
公
正
な
観
点
で
事
業
優
先

順
位
づ
け
を
行
っ
て
い
く
。

質
問

重
要
テ
ー
マ
だ
が
、
今

後
の
取
り
組
み
は
。

答
弁

副
市
長

第
４
次
行
政
改
革
の
中
で
も
、

職
員
能
力
向
上
を
目
指
し
様
々

な
研
修
を
実
施
し
て
き
た
が
、

今
後
政
策
立
案
能
力
や
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
力
の
強
化
を
目
指
し
、

Ｏ
Ｊ
Ｔ
研
修
に
も
力
を
入
れ
て

い
き
た
い
。

質
問

今
後
、
外
部
と
の
交
渉

能
力
等
も
さ
ら
に
求
め
ら
れ
る

が
、
新
た
な
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応

は
。

答
弁

総
務
部
長

検
証
の
上
、
人
事
評
価
も
含

め
、
実
効
性
あ
る
内
容
を
研
究

す
る
。

質
問

議
会
は
住
民
代
表
で
あ

る
議
員
が
行
政
の
チ
ェ
ッ
ク
機

関
と
し
て
、
市
民
の
目
線
で
議

論
す
べ
き
場
。
伊
万
里
の
正
し

い
前
進
の
た
め
に
行
政
の
プ
ロ

で
あ
る
市
執
行
部
の
頑
張
り
は

勿
論
の
事
、
議
会
で
の
よ
り
活

発
な
議
論
が
必
須
条
件
。
こ
の

議
会
変
革
の
動
き
に
つ
い
て
、

市
長
の
見
解
は
。

答
弁

市
長

執
行
部
と
議
会
は
、
車
の
両

輪
の
如
く
、
双
方
の
役
割
を
充

分
に
果
た
し
て
い
く
為
に
、
更

に
活
発
な
議
論
を
期
待
し
て
い

る
。

笠
原

義
久

質
問

ダ
イ
エ
ー
跡
地
の
官
民

一
体
と
な
っ
て
の
開
発
計
画

は
。

答
弁

産
業
部
長

市
の
玄
関
口
に
位
置
し
幹
線

道
路
に
面
し
て
利
便
性
も
あ
り

重
要
な
場
所
。
買
収
の
打
診
も

あ
っ
た
が
具
体
的
な
活
用
策
が

な
い
限
り
民
間
ベ
ー
ス
で
開
発

す
べ
き
で
当
分
静
観
す
る
。

質
問

西
駅
バ
ス
停
の
改
善

は
。

答
弁

産
業
部
長

一
日
１
９
８
便
の
発
着
が
あ

る
。
多
く
の
議
員
か
ら
指
摘
を

受
け
て
い
る
が
朝
夕
の
交
通
渋

滞
時
に
は
バ
ス
の
出
入
り
が
難

し
く
横
断
歩
道
で
の
歩
行
者
の

安
全
確
保
に
も
問
題
が
あ
る
。

ロ
ー
タ
リ
ー
広
場
へ
の
バ
ス
停

移
動
も
考
え
ら
れ
る
が
こ
れ
だ

け
で
は
問
題
が
残
る
。

答
弁

市
長

バ
ス
停
移
動
と
ダ
イ
エ
ー
跡

地
を
市
営
駐
車
場
も
含
め
総
合

的
な
開
発
を
検
討
し
、
将
来
に

禍
根
を
残
さ
な
い
為
に
議
会
と

も
充
分
に
話
し
合
い
早
急
に
結

論
を
出
す
。

質
問

当
初
か
ら
建
設
地
は
松

浦
町
あ
り
き
だ
っ
た
の
で
は
。

答
弁

市
長

他
の
三
市
五
町
に
は
８
㌶
以

上
の
適
地
が
見
つ
か
ら
ず
、
又

松
浦
町
の
区
長
会
や
婦
人
会
か

ら
建
設
要
望
が
あ
っ
た
か
ら
決

定
し
た
。

質
問

１
年
以
上
に
も
渡
っ
て

学
識
経
験
者
を
中
心
に
建
設
委

員
会
や
検
討
部
会
で
審
議
さ
れ

答
申
さ
れ
た
結
果
が
急
に
ス
ラ

グ
化
方
式
に
変
更
さ
れ
た
そ
の

理
由
は
。

答
弁

市
長

セ
メ
ン
ト
原
料
化
方
式
に
対

し
疑
問
の
声
が
出
、
再
検
証
し

た
為
。

質
問

再
検
証
に
は
学
識
経
験

者
を
入
れ
る
べ
き
だ
っ
た
の
で

は
。

答
弁

市
民
部
長

検
討
項
目
が
同
じ
で
あ
り
、

職
員
の
知
識
で
十
分
と
考
え
ら

れ
た
。

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

質
問

質
問

駅
前
周
辺
開
発

と
今
後
の
課
題

伊
万
里
市
の

財
政
状
況

広
域
ご
み
処
理

施
設
の
経
過

職
員
の
人
材
育
成
に

つ
い
て

議
会
が
目
指
す
改
革



12

伊万里市議会だより　第38号

一

般

質

問

多
久
島

繁

質
問

長
年
辛
抱
強
く
解
体
に

向
け
て
の
運
動
を
続
け
て
き
た

地
元
の
要
望
は
ど
う
な
る
の

か
。

答
弁

政
策
経
営
部
長

地
元
代
表
も
含
め
た
、
第
５

回
浦
ノ
崎
地
区
公
園
整
備
検
討

委
員
会
で
決
定
案
が
出
る
の
で
、

そ
れ
を
検
討
し
議
会
に
上
程
す

る
よ
う
に
な
る
。

質
問

国
有
地
に
な
っ
た
失
効

地
の
将
来
に
向
け
た
ビ
ジ
ョ
ン

は
。

答
弁

政
策
経
営
部
長

軽
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
兼
ね
た

公
園
と
し
て
の
構
想
を
描
い
て

い
る
。
基
本
的
に
は
廃
棄
物
処

理
用
地
を
含
め
た
と
こ
ろ
で
考

え
て
い
る
。

質
問

公
園
化
と
工
業
団
地
化

を
含
め
た
港
湾
計
画
に
お
い

て
、
歩
道
の
な
い
波
瀬
の
急
カ

ー
ブ
が
危
険
だ
が
整
備
の
計
画

は
あ
る
の
か
。

答
弁

建
設
部
長

危
険
な
道
路
と
承
知
し
て
い

る
。
道
路
拡
幅
は
線
路
が
あ
り

難
し
い
が
、
県
へ
の
働
き
掛
け

を
頑
張
る
。

質
問

期
限
の
平
成

年
９
月

ま
で
に
更
新
計
画
は
あ
る
の

か
。

答
弁

教
育
部
長

ゴ
ム
ウ
レ
タ
ン
走
路
が
傷
ん

で
い
る
た
め
改
修
に
１
億
円
強

掛
か
り
、
庭
球
場
整
備
と
重
な

り
２
億
円
以
上
の
財
源
が
必
要

だ
。
１
年
間
の
検
定
延
期
願
い

を
出
し
、
財
政
的
に
は
厳
し
い

が
改
修
運
動
と
共
に
検
討
し
た

い
。

答
弁

市
長

整
備
手
法
と
し
て
１
億
５
千

万
円
の
財
源
を
使
う
た
め
、
緊

急
性
な
ど
投
資
す
べ
き
も
の
か
、

使
え
な
い
こ
と
は
な
い
の
で
公

認
申
請
す
る
価
値
が
あ
る
か
ど

う
か
を
考
え
る
。
平
成
24
年
ま

で
は
そ
の
間
の
財
源
の
問
題
も

あ
り
、
整
備
手
法
も
頭
に
入
れ

な
が
ら
の
ス
タ
ン
ス
で
い
き
た

い
。

樋
渡

雅
純

質
問

こ
の
質
問
に
つ
い
て

は
、
２
年
前
に
も
検
討
を
要
望

し
て
い
る
。
こ
れ
は
西
宮
市
が

大
震
災
の
経
験
を
生
か
し
、
災

害
直
後
に
自
治
体
が
す
べ
き
業

務
を
一
括
で
管
理
で
き
る
よ
う

工
夫
さ
れ
た
ソ
フ
ト
を
無
償
で

配
布
さ
れ
て
い
る
。
大
規
模
な

災
害
の
発
生
後
は
、
き
め
細
か

な
被
災
者
へ
の
生
活
再
建
の
支

援
を
、
ど
う
、
よ
り
早
く
届
け

る
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。
①
本

市
で
は
災
害
関
連
の
情
報
を
一

元
的
に
デ
ー
タ
ー
管
理
す
る
体

制
に
あ
る
か
。
②
こ
の
シ
ス
テ

ム
は
被
災
証
明
書
、
り
災
証
明

書
発
行
等
に
大
き
な
力
を
発
揮

す
る
が
他
の
詳
し
い
機
能
を
把

握
し
て
い
る
か
。
③
今
日
ま
で

４
１
９
市
町
村
が
申
請
、
導
入

に
踏
み
切
っ
て
い
る
。

コ
ス
ト
は
掛
か
ら
ず
、
新
た

な
設
備
不
必
要
、
無
償
で
の
研

修
な
ど
利
点
も
多
い
。
更
に
検

討
す
べ
き
で
は
。

答
弁

総
務
部
長

①
総
合
的
な
シ
ス
テ
ム
の
構

築
に
は
至
っ
て
な
い
。
②
機
能

の
中
心
は
被
災
者
台
帳
と
被
災

者
家
屋
台
帳
で
、
他
に
避
難
所

管
理
、
仮
説
住
宅
、
復
旧
復
興

関
連
シ
ス
テ
ム
な
ど
６
つ
か
ら

な
る
。
支
援
金
の
給
付
、
緊
急

物
資
の
配
布
な
ど
ス
ム
ー
ズ
な

処
理
が
可
能
と
認
識
し
て
い
る
。

③
大
震
災
後
、
課
題
と
な
る
防

災
対
策
は
専
門
家
に
よ
る
検
証

で
様
々
に
浮
か
び
上
が
っ
て
く

る
。
被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
も

そ
の
一
つ
に
上
が
っ
て
く
る
。

本
市
に
お
い
て
も
ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
面
に
お
い
て
取
り
組
む

中
で
検
討
し
て
い
く
。

質
問

避
難
所
と
し
て
施
設
が

利
用
さ
れ
る
と
き
、
ト
ラ
ブ
ル

等
生
じ
な
い
た
め
に
も
運
営
方

法
、
役
割
分
担
な
ど
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
成
し
準
備
し
て
お
く

べ
き
で
は
。

答
弁

総
務
部
長

今
回
、
被
災
地
の
支
援
に
派

遣
し
た
22
人
の
う
ち
15
人
は
避

難
所
に
入
っ
て
い
る
。
長
期
避

難
所
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
そ

の
経
験
を
生
か
し
て
い
く
中
で

方
策
を
考
え
た
い
。

高
木

久
彦

質
問

近
く
に
は
、
原
子
力
発

電
所
が
あ
り
、
市
民
か
ら
不
安

の
声
が
多
く
聞
か
れ
る
。
こ
の

大
震
災
を
市
は
ど
う
受
け
止

め
、
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

答
弁

総
務
部
長

文
部
科
学
省
の
今
後
30
年
以

内
の
市
内
に
お
け
る
震
度
６
以

上
の
「
ゆ
れ
」
を
発
生
す
る
可

能
性
は
、
０．

１
％
未
満
で
、

佐
賀
県
地
震
津
波
減
災
対
策
調

査
で
は
、
市
内
の
被
害
を
及
ぼ

す
地
震
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る

が
、
自
然
災
害
に
は
、
引
き
続

き
対
策
を
講
じ
た
い
。

答
弁

市
長

大
震
災
は
、
地
震
、
津
波
、

原
子
力
被
害
の
三
つ
が
重
な
っ

た
も
の
で
、
津
波
被
害
は
、
想

定
外
と
言
え
る
。
地
震
な
ど
市

内
で
全
く
な
い
と
は
言
え
な
い

の
で
、「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な

し
」
あ
ら
ゆ
る
災
害
に
対
し
、

常
時
備
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
う
。
Ｅ
Ｐ
Ｚ
（
防

災
対
策
の
重
点
地
域
）
の
拡
大

を
含
め
、
原
子
力
防
災
に
も
力

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

質
問

浦
ノ
崎
失
効
地

に
つ
い
て

被
災
者

支
援
シ
ス
テ
ム

東
日
本
大
震
災
と

市
の
対
応
に
つ
い
て

国
見
台
陸
上
競
技
場
の
第

３
種
公
認
更
新
に
つ
い
て

施
設
の
防
災
機
能
の

課
題
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一

般

質

問

を
注
ぎ
た
い
。

質
問

人
口
減
を
食
い
止
め
る

に
は
、
企
業
誘
致
が
欠
か
せ
な

い
が
、
工
業
用
地
は
ほ
と
ん
ど

残
さ
れ
て
い
な
い
。
埋
立
失
効

地
を
含
め
、
浦
ノ
崎
地
区
の
開

発
に
、
早
急
に
取
り
組
む
べ
き

で
は
な
い
か
。

答
弁

市
長

浦
ノ
崎
地
区
は
、
水
深
18
〜

23
ｍ
で
、
九
州
は
も
と
よ
り
、

日
本
全
体
で
も
良
港
で
あ
る
。

港
湾
機
能
の
充
実
を
図
る
た
め

に
、
先
の
浦
ノ
崎
地
区
公
園
整

備
検
討
委
員
会
の
提
言
を
受
け

た
後
、
更
に
浦
ノ
崎
地
区
開
発

構
想
策
定
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

廃
棄
物
処
理
用
地
の
一
部
埋
め

立
て
等
、
工
業
用
地
造
成
を
踏

ま
え
た
開
発
ビ
ジ
ョ
ン
を
早
急

に
策
定
し
た
い
。

盛

泰
子

質
問

東
海
村
Ｊ
Ｃ
Ｏ
の
事
故

以
来
、
何
度
も
Ｅ
Ｐ
Ｚ
圏
外
で

あ
る
こ
と
を
取
り
上
げ
、
歴
代

市
長
も
不
満
を
表
明
し
て
き
た

が
、
県
は
ほ
と
ん
ど
伊
万
里
市

の
主
張
を
受
け
入
れ
て
い
な

い
。
①
も
っ
と
強
く
主
張
す
べ

き
。
②
国
主
催
の
「
説
明
番
組
」

の
あ
り
方
を
ど
う
思
う
か
。
③

市
民
の
安
心
安
全
を
守
る
た
め

に
、
災
害
時
の
要
援
護
者
名
簿

等
の
共
有
促
進
を
。

答
弁

①
②
市
長
、

③
市
民
部
長

①
Ｅ
Ｐ
Ｚ
拡
大
な
ど
を
市
長

会
で
問
題
提
起
し
て
き
た
。
玄

海
２
・
３
号
機
の
運
転
が
再
開

さ
れ
る
な
ら
、
そ
の
条
件
と
し

て
、
放
射
能
測
定
器
を
市
内
に

複
数
設
置
す
る
よ
う
に
、
九
電

に
要
請
す
る
。（
盛：

新
潟
県

に
あ
る
よ
う
な
電
光
表
示
で
数

値
が
見
え
る
測
定
器
を
。
風
向

表
示
も
）

②
も
っ
と
オ
ー
プ
ン
な
形
で

開
催
す
べ
き
だ
。
③
人
命
と
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
の
ど
ち
ら
を
優
先

す
る
か
は
明
白
な
の
で
、
総
務

課
と
協
議
し
て
、
よ
り
良
い
形

を
検
討
す
る
。

質
問

７
月
９
日
で
休
止
す
る

と
の
こ
と
で
安
堵
し
た
。
合
議

体
の
教
育
委
員
会
で
議
題
に
挙

げ
て
議
論
し
た
こ
と
は
あ
る

か
。

答
弁

教
育
長

正
式
に
議
題
と
し
て
挙
げ
た

こ
と
は
な
い
。
今
後
、
し
っ
か

り
議
論
し
て
教
育
委
員
会
と
し

て
の
方
針
・
方
向
を
見
定
め
た

い
。

質
問

検
証
の
状
況
と
、
寄
付

金
問
題
に
つ
い
て
の
市
の
提
案

へ
の
回
答
は
。

答
弁

政
策
経
営
部
長

関
係
文
書
の
収
集
や
整
理
が

済
み
、
検
証
委
員
会
を
３
回
開

催
。
原
資
料
ま
で
添
付
し
た
報

告
書
を
公
開
す
る
予
定
。
今
月

初
め
に
、
黒
澤
プ
ロ
か
ら
寄
付

者
へ
文
書
送
付
を
行
う
旨
の
連

絡
が
入
っ
た
。

草
野

譲

質
問

ゴ
ミ
処
理
シ
ス
テ
ム
は

ど
の
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
も
一

長
一
短
あ
る
。
様
々
な
角
度
か

ら
検
証
す
る
必
要
か
ら
、
専
門

委
員
会
を
設
置
し
て
厳
正
で
公

平
な
選
定
作
業
の
結
果
、
セ
メ

ン
ト
原
料
化
シ
ス
テ
ム
が
最
も

優
れ
て
い
る
と
の
答
申
を
出
さ

れ
た
。

そ
の
事
を
再
検
証
す
る
事
態

に
な
り
再
検
証
し
た
結
果
、
今

度
は
ス
ラ
グ
化
シ
ス
テ
ム
シ
ャ

フ
ト
炉
式
に
変
更
さ
れ
た
。

専
門
委
員
会
が
出
さ
れ
た
案

件
を
変
更
す
る
に
は
相
当
の
理

由
が
あ
る
と
思
う
が
そ
の
理
由

は
。

答
弁

市
民
部
長

地
元
の
要
望
と
し
て
最
終
処

分
場
の
必
要
が
な
い
小
さ
い
所

が
い
い
。
５
項
目
に
つ
い
て
再

検
証
し
ス
ラ
グ
化
の
方
が
温
暖

化
対
策
と
安
定
安
全
な
稼
動
の

点
で
評
価
が
上
が
っ
た
。
セ
メ

ン
ト
原
料
化
に
つ
い
て
は
最
終

処
分
の
処
理
能
力
の
件
で
評
価

が
下
が
っ
た
事
が
理
由
。

質
問

今
回
の
再
検
証
の
会
議

の
進
め
方
に
つ
い
て
、
疑
念
と

理
解
し
難
い
疑
問
点
が
あ
る
。

な
ぜ
専
門
委
員
さ
ん
を
外
し
て

の
再
検
証
か
。

答
弁

市
民
部
長

２
次
選
定
ま
で
し
っ
か
り
と

審
議
を
し
て
頂
き
、
そ
の
時
、

数
点
の
留
意
点
や
注
意
点
を
添

え
て
答
申
を
出
さ
れ
て
い
た
。

だ
か
ら
そ
の
点
を
審
議
す
る
だ

け
な
ら
必
要
な
い
と
思
っ
た
。

質
問

再
検
証
さ
れ
た
ス
ラ
グ

化
シ
ャ
フ
ト
炉
シ
ス
テ
ム
の
プ

ラ
ン
ト
メ
ー
カ
ー
は
２
〜
３
社

し
か
な
い
と
聞
く
が
、
競
争
原

理
が
働
く
の
か
。

答
弁

市
民
部
長

確
か
に
そ
の
通
り
だ
が
高
止

ま
り
を
し
な
い
様
に
す
る
。

質
問

変
更
に
な
っ
た
事
を
き

ち
ん
と
地
元
に
説
明
す
る
必
要

が
あ
る
。

答
弁

市
長

松
浦
町
13
地
区
を
回
っ
て
説

明
を
す
る
。

（
一
問
省
略
）

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

危
機
管
理
問
題

４
市
５
町
で
行
う
広
域
ゴ
ミ
処

理
シ
ス
テ
ム
の
変
更
に
つ
い
て

伊
万
里
港（
浦
ノ
崎
地
区
）

の
開
発
に
つ
い
て

散
弾
銃
射
撃
場
の

法
令
遵
守

黒
澤
問
題
の
検
証
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編
集
後
記
な
ど

４
月
の
伊
万
里
市
議
会
議
員

選
挙
後
初
の
市
議
会
だ
よ
り
で

す
。
市
議
数
24
名
中
９
名
の
新

人
議
員
が
当
選
さ
れ
様
変
わ
り

を
感
じ
ま
す
。
若
返
っ
た
市
議

会
は
気
持
ち
も
新
た
に
６
月
の

定
例
議
会
に
臨
ん
だ
所
で
す
。

初
議
会
か
ら
い
ろ
ん
な
経
験
を

な
さ
れ
た
新
人
議
員
の
方
は
、

貴
重
な
経
験
を
し
た
と
、
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
に
受
け
止
め
て
い
た
だ

い
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
今
回
も
市
議
会
だ
よ

り
の
発
行
で
す
。
毎
回
、
議
員

か
ら
原
稿
を
頂
き
ま
す
が
、
前

回
と
比
べ
て
デ
ー
タ
で
の
提
出

が
多
く
な
っ
た
こ
と
は
、
編
集

委
員
に
と
っ
て
も
随
分
と
楽
に

な
り
ま
し
た
。

他
市
の
議
会
だ
よ
り
を
見
て

み
ま
す
と
、
ど
う
い
う
議
案
に

ど
の
議
員
が
賛
否
を
表
し
た
か
、

又
、
ど
う
い
う
会
議
に
出
席
し

て
い
る
か
等
、
各
議
員
の
行
動

が
分
か
り
や
す
く
記
載
さ
れ
て

★〈コストアピール〉この議会だよりは、１部当たり約13円（印刷費）で作成しています。

伊
万
里
市
選
挙
管
理
委
員

及
び
補
充
員
（
敬
称
略
）

委

員

中
島

初
雄

前
田

ヌ
イ

永
益

克
子

岩
永

孝
雄

補
充
員

金
子

照
夫

弘
川

忠
司

有
尾

廣

大
川
内
正
弘

農
業
委
員
会
委
員
（
議
会
推
薦
）（
敬
称
略
）

前
田
儀
三
郎

森

登
喜
男

次
の
人
事
案
件
に
つ
い
て

選
出
、
同
意
し
ま
し
た

い
る
と
こ
ろ
も
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
方
々
が
知
り
た
い
こ
と
、

議
員
が
進
ん
で
お
知
ら
せ
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
な
ど
を
、

議
会
だ
よ
り
に
載
せ
る
こ
と
が

編
集
委
員
の
務
め
と
肝
に
銘
じ

て
お
り
ま
す
。

議
長
も
開
か
れ
た
議
会
を
目

指
す
と
明
言
さ
れ
て
い
ま
す
。

内
容
に
お
き
ま
し
て
も
議
会
内

の
出
来
事
を
正
直
に
、
市
民
の

皆
様
に
分
か
り
や
す
く
記
載
す

る
よ
う
努
め
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
議
会
だ
よ
り
の
ご
愛
読
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。（
多
）

編
集
委
員

◎
多
久
島

繁

○
盛

泰
子

香
月

孝
夫

前
田

和
人

松
永

孝
三

松
尾

博
幸

顧
問前田

久
年

占
野

秀
男

樋
渡

雅
純

発
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